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【要約】
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応していくべきであろうか。本研究は、特に保育実習指導 II に焦点を当て、検討していく。































































対象者は、保育実習指導 II を受講した A 短期大学 2 年生 136 名（女性）であった。そのうち、




項目、5 件法）、「保育実践の課題」（自由記述）、「（わいわいひろば、あるいは、保育実習 II の）






保育実習指導 II では、2019 年度に学生の立場から授業の構成と展開の見直しを行い、
????????????????? 2019??? 3? 3
PDCA サイクルに保育で重視される 4 つのステップを取り入れた授業を計画した（表 1）。
「計画」の前に、1 回目の「保育実習指導 II 保育実践振り返りシート」の記入を授業内で
求め（2019 年 4 月）、「実践」と「省察」の後に、授業内で 2 回目の記入を行うように求め、
締め切り日までに学内のレポートボックスに提出する（2019 年 7 月）よう指示した。なお、
わいわいひろばは、本学で月に 2 回、地域の親子を対象に開催している子育て支援である。
保育実習指導 II は 3 クラス編成で開講されており、2019 年 5 月 9 日、5 月 16 日、6 月 13
日に、各クラスが順次わいわいひろばを利用する親子を対象に「実践」を行った。それぞれ、



























保育実習 II の行動目標の関連を検討するために HAD14_600 による対応分析を行った。






























え、「全体への目配り」（16 名）とした。⑤は「様子」と「観察」という 2 語が関係し合っ
ており、子どもの様子をよく観察し、理解する保育態度に関する目標であると解釈し、「行







表 2　わいわいひろばの上位 10 語
図 1　わいわいひろばの行動目標における
　　   構成要素に対する共起ネットワーク




2 ．保育実習 II の行動目標の特徴
（1）構成要素
保育実習 II の行動目標から 311 語が抽出された。構成要素































表 3　保育実習 II の上位 10 語
図 2　保育実習 II の行動目標における構成要素に対する
共起ネットワーク
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れ、「集団への配慮」（16 名）、「全体への目配り」（17 名）、「職務内容の理解」（13 名）、「子
どもたちとのコミュニケーション方法」（9 名）とした。




A1、A3、A8 と B1、B2、B6、B8 がまとまって布置し、わいわいひろばの行動目標におい
て保護者や子どもに対する個を尊重した関わりに関する行動目標に掲げた学生は、保育実
習 II の行動目標では現場での具体的な保育実践に関する行動目標に立てていた。右下辺
りには、A9 と B5 がややまとまりを見せ、前述のまとまりとは逆の方向にも行動目標が
変化する可能性を示した。中央から右あたりに A4 と B10、左上あたりに A11 と B7 がや
やまとまって布置し、全体への目配りや子どもの興味関心の把握に関する目標の意識は継
続する傾向が示された。左下辺りに A5 と B3、B11 がまとまって布置し、わいわいひろば
で子どもの行動観察を目標とした学生は、職務内容の理解や自己課題を明確化する目標意
識へと変化することが示された。
図 4　わいわいひろばと保育実習 II のカテゴリーの対応分析
A はわいわいひろばの行動目標のカテゴリー、B は保育実習 II の行動目標のカテゴリーである。
































































う。最後に、保育実習指導 I 及び保育実習 I との連動性の問題である。本研究は、保育実
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